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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成28年4月21日(2016.4.21)

【公開番号】特開2014-205257(P2014-205257A)
【公開日】平成26年10月30日(2014.10.30)
【年通号数】公開・登録公報2014-060
【出願番号】特願2013-82705(P2013-82705)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月8日(2016.3.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷用紙が搬送される第１方向と交差する第２方向に複数配設されてインク滴を吐出す
るインクノズルのインク滴の吐出不良を検出し、
　前記複数のインクノズルのうちの第１インクノズルに吐出不良が検出された場合、前記
第１インクノズルでインク滴を吐出させる第１データに係る明度情報を取得し、前記第１
インクノズルでインク滴を吐出させる前記第１データに含まれる前記第１インクノズルで
吐出させるインク滴の大きさを設定する第１ドットサイズ情報を取得し、
　前記第１インクノズルの前記第１方向で隣の第２インクノズルでインク滴を吐出させる
第２データに含まれる前記第２インクノズルで吐出させるインク滴の大きさを設定する第
２ドットサイズ情報を、前記第１データに係る明度情報および前記第１ドットサイズ情報
に基づいて補正することを特徴とする印刷制御方法。
【請求項２】
　前記第１インクノズルは第１の色を吐出し、
　前記第１データは、ＲＧＢデータを色変換したときに前記第１の色に対応するデータで
あり、
　前記第１データに係る明度情報は、ＲＧＢデータの明度である請求項１に記載の印刷制
御方法。
【請求項３】
　前記第２ドットサイズ情報の補正は、予め記憶された前記第１データに係る明度情報お
よび吐出不良が検出されたインクノズルでインク滴を吐出させるデータに含まれるインク
滴の大きさを設定するドットサイズ情報に対応するテーブルを用いて設定する請求項１ま
たは２に記載の印刷制御方法。
【請求項４】
　前記第１インクノズルに吐出不良が検出された場合、前記第１インクノズルの前記第１
方向で前記第２インクノズルと異なる前記第１インクノズルの隣の第３のインクノズルで
インク滴を吐出させる第３データに含まれる前記第３インクノズルで吐出させるインク滴
の大きさを設定する第３ドットサイズ情報を、前記第１データに係る明度情報および前記
第１ドットサイズ情報に基づいて補正する請求項１乃至３のいずれか１項に記載の印刷制
御方法。
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【請求項５】
　第１方向に印刷用紙を搬送する用紙搬送部と、
　前記第１方向と交差する第２方向にインク滴を吐出するインクノズルを複数配設する印
刷ヘッドと、
　前記複数のインクノズルのうち吐出不良の第１インクノズルを検出させる不良ノズル検
出制御部と、
　前記第１インクノズルでインク滴を吐出させる第１データに係る明度情報を取得する明
度取得部と、
　前記第１データに含まれる前記第１インクノズルで吐出されるインク滴の大きさを設定
する第１ドットサイズ情報および前記第１インクノズルの前記第１方向で隣の第２インク
ノズルでインク滴を吐出させる第２データに含まれるインク滴の大きさを設定する第２ド
ットサイズ情報を取得し、前記第１データに係る明度情報および前記第１ドットサイズ情
報に基づいて前記第２ドットサイズ情報を補正するドットサイズ設定部と、
を有することを特徴とする印刷装置。
【請求項６】
　前記ドットサイズ設定部は、前記第１インクノズルの前記第１方向で隣の前記第２イン
クノズルと異なる第３インクノズルでインク滴を吐出させる第３データに含まれるインク
滴の大きさを設定する第３ドットサイズ情報を取得し、前記第１データに係る明度情報お
よび前記第１ドットサイズ情報に基づいて前記第３ドットサイズ情報を補正する請求項５
に記載の印刷制御装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記の課題を解決するために、本発明の印刷制御方法は、印刷用紙が搬送される第１方
向と交差する第２方向に複数配設されてインク滴を吐出するインクノズルのインク滴の吐
出不良を検出し、前記複数のインクノズルのうちの第１インクノズルに吐出不良が検出さ
れた場合、前記第１インクノズルでインク滴を吐出させる前記第１データに係る明度情報
を取得し、前記第１インクノズルでインク滴を吐出させる第１データに含まれる当該第１
インクノズルで吐出させるインク滴の大きさを設定する第１ドットサイズ情報を取得し、
前記第１インクノズルの前記第１方向で隣の第２インクノズルでインク滴を吐出させる第
２データに含まれる前記第２インクノズルで吐出させるインク滴の大きさを設定する第２
ドットサイズ情報を、前記第１データに係る明度情報および前記第１ドットサイズ情報に
基づいて補正することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明において、明度情報を取得するためには、前記第１インクノズルは第１の色を吐
出し、前記第１データは、ＲＧＢデータを色変換したときに前記第１の色に対応するデー
タであり、前記第１データに係る明度情報は、ＲＧＢデータの明度とすることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１２】
　本発明において、前記第２ドットサイズ情報の補正は、予め記憶された前記第１データ
に係る明度情報および吐出不良が検出されたインクノズルでインク滴を吐出させるデータ
に含まれるインク滴の大きさを設定するドットサイズ情報に対応するテーブルを用いて設
定することが望ましい。すなわち、印刷データの供給を受けたときに吐出不良の第１イン
クノズルが検出されている場合には、印刷データに含まれる第２データに基づいて第２イ
ンクノズルから吐出させる予定のインク滴の第２ドットサイズ情報を取得するとともに、
予め、第１ドットサイズ情報、第２ドットサイズ情報、および、第２インクノズルから印
刷時に吐出させるインク滴の印刷ドットサイズを明度情報毎に対応付けた複数のテーブル
を記憶保持しておき、取得した明度情報に対応するテーブルを参照して第２インクノズル
の印刷ドットサイズを設定する。このようにすれば、第２インクノズルから印刷時に吐出
される印刷ドットサイズのインク滴により印刷用紙に形成される印刷画像部分の諧調が、
予め印刷データにより規定されていた第２ドットサイズ情報のインク滴によって印刷用紙
に形成される印刷画像部分の諧調と比較して、著しく異なるものとなってしまうことを防
止または抑制できる。また、第１ドットサイズ情報と第２インクノズルにおける第２ドッ
トサイズ情報に基づいて印刷ドットサイズの設定を迅速に行うことができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明において、前記第１インクノズルに吐出不良が検出された場合、前記第１インク
ノズルの前記第１方向で前記第２インクノズルと異なる前記第１インクノズルの隣の第３
のインクノズルでインク滴を吐出させる第３データに含まれる前記第３インクノズルで吐
出させるインク滴の大きさを設定する第３ドットサイズ情報を、前記第１データに係る明
度情報および前記第１ドットサイズ情報に基づいて補正することが望ましい。すなわち、
印刷データの供給を受けたときに吐出不良の第１インクノズルが検出されている場合には
、画像において第１インクノズルから吐出させる予定のインク滴により印刷される画像部
分の明度情報（第１データに係る明度情報）および第１ドットサイズ情報に基づいて、第
２インクノズルとは第２方向の反対側で第１インクノズルの隣の第３インクノズルから印
刷時に吐出させるインク滴の印刷ドットサイズを設定する。このようにすれば、白スジの
発生を抑制する際に、第２方向で第１インクノズルの一方側および他方側で隣接する２つ
のインクノズルについて、これらのインクノズルから吐出されるインク滴の印刷ドットサ
イズを設定できる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　次に、本発明の印刷装置は、第１方向に印刷用紙を搬送する用紙搬送部と、前記第１方
向と交差する第２方向にインク滴を吐出するインクノズルを複数配設する印刷ヘッドと、
前記複数のインクノズルのうち吐出不良の第１インクノズルを検出させる不良ノズル検出
制御部と、前記第１インクノズルでインク滴を吐出させる第１データに係る明度情報を取
得する明度取得部と、前記第１データに含まれる前記第１インクノズルで吐出されるイン
ク滴の大きさを設定する第１ドットサイズ情報および前記第１インクノズルの前記第１方
向で隣の第２インクノズルでインク滴を吐出させる第２データに含まれるインク滴の大き
さを設定する第２ドットサイズ情報を取得し、前記第１データに係る明度情報および前記
第１ドットサイズ情報に基づいて前記第２ドットサイズ情報を補正するドットサイズ設定
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部と、を有することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明において、前記ドットサイズ設定部は、前記第１インクノズルの前記第１方向で
隣の前記第２インクノズルと異なる第３インクノズルでインク滴を吐出させる第３データ
に含まれるインク滴の大きさを設定する第３ドットサイズ情報を取得し、前記第１データ
に係る明度情報および前記第１ドットサイズ情報に基づいて前記第３ドットサイズ情報を
補正することが望ましい。すなわち、ドットサイズ設定部は、印刷データの供給を受けた
ときに第１インクノズルが検出されている場合には、画像において第１インクノズルから
吐出させる予定のインク滴により印刷される画像部分の明度情報（第１データに係る明度
情報）、および、第１ドットサイズ情報に基づいて、第２インクノズルとは第２方向の反
対側で第１インクノズルの隣の第３インクノズルから印刷時に吐出させるインク滴の印刷
ドットサイズを設定することが望ましい。このようにすれば、白スジの発生を抑制する際
に、第２方向において第１インクノズルの一方側および他方側で隣接する２つのインクノ
ズルについて、これらのインクノズルから吐出されるインク滴の印刷ドットサイズを設定
できる。
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